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7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

生体内伝導通信として，マウス脳を信号伝達媒質として利用し，センサから脳表に配置された受信

機間において，無線通信を行うことを提案し基本実験を行った． Pt 電極を用いてマウス脳内の信号

伝達特性を計測・評価し，その結果をもとにイメージセンサの画像信号を AM 送信した．なお動物

実験は奈良先端科学技術大学院大学ガイドラインに沿って行った．摘出した成体マウス脳の信号入力

と伝達特性の計測を行った結果，測定した周波数範囲(10MHz-3GHz)において電極をマウス脳に挿入

することにより，信号の伝達特性が向上していることがわかった．特に 30-70 MHz においては，20 
dB 以上の改善が得られており，マウス脳内の無線伝送は，空気中と比べて低い出力で実現できるこ

とが示唆される．次に画像伝送実験を行った．本実験では，センサをマウス脳の外部配置し，撮像し

たテスト画像の信号を伝送した． イメージセンサは我々が試作したチップサイズ 550 µm × 700 
µm の微小 CMOS イメージセンサを用いた．画素サイズは 7.5µm 角，画素数は 60 × 60 である．

センサからの画像信号出力は信号発生器へ入力し，AM 変調信号を生成した．搬送波周波数は前述の

摘出脳を用いた実験の結果から 50 MHz とした．前述の実験同様 Pt 線を用いてマウス脳へと信号

を入力し，透過した信号を取得した後，復調して画像生成を行った．生成された画像を図 5 に示す．

信号強度はそれぞれ 10 dBm および-20dBm である．- 20 dBm においても，雑音は増加するが画像

の伝送に成功しており，低電力でのマウス脳内の無線伝送が可能であることが示された．本実験では，

アナログ AM 変調を用いたが，伝送方式の最適化により雑音の低減も可能と考えられる． 
                                                           

 

10. キーワード 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している 
（理由）当初の計画通りマウス脳内画像伝送実験を達成することができたため． 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
次年度は，複数の µ-COM 駆動及びその画像取得・合成に関する研究を開始する．具体的には，(1) 
µ-COM 設計・試作・動作検証，(2) 生体内伝導通信，(3) 2次元通信， (4) in vivo実証 
について研究を進めていく． 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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2011年映像情報メディア学会年次大会 2011年8月26日 成蹊大学 

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

出願年月日 
 

 
15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


